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北海道風力実証試験にかかる

マージンの設定について

2017年9月21日

2017年度 第３回マージン検討会 資料１



2はじめに

 北海道本州間連系設備（双方向）および東北東京間連系線（双方向）のマージ

ンについて、１０月２８日分※から、北海道風力実証試験にかかるマージン

（以下、「風力実証マージン」とする）を新たに設定する。

 風力実証マージンについては、第９回系統ワーキンググループにおいて広域機

関に対し、北海道風力実証試験が実施可能となるようルール整備の検討要請が

あったことを受けて、広域機関業務規程および送配電等業務指針を改正してい

る。

 風力実証マージンの設定方法は、広域機関が設置する調整力及び需給バランス

評価等に関する委員会（以下、「調整力等委員会」とする）における検討結果

を踏まえたもので、具体的な運用方法については別途、マージン検討会にて検

討すると同委員会で整理された。

 このため、マージン検討会で整理するとされた課題、および運用上検討が必要

な項目について詳細検討を行った。

※風力実証試験機の試運転の日程変更等により変更となる場合がある



3風力実証マージン設定の具体的な方法＿調整力等委員会で整理済みの内容

 設定する連系線：北海道本州間連系設備、東北東京間連系線

 設定する方向：順逆双方向

 設定する量：風力発電設備量の２０％

 設定方法：既存マージンに加算

 設定タイミング：

・２０１７年度：翌々日空容量算出時点で、空容量の範囲内で設定

・２０１８年度以降：年間利用計画の受付前に設定

（電力市場取引の環境整備のためのマージンの一部を置き換え）

■ マージンの減少について：風力実証マージン設定量を減少できるケースでは減少

を検討



4調整力等委員会で整理した課題

 調整力等委員会で整理した課題のうち、マージン検討会で整理するとされた課

題に関する対応は以下の通りとする。

課題
対応

（詳細は、別スライド参照）

①翌々日空容量算出時でマージン設定できなかった

場合のその後のマージン追加確保方法（２０１７

年度）

 スポット市場後、翌日策定後、当日GC前などの

タイミングに再度空容量を確認し、不足個所の

マージンを追加確保※する。

②出力予測値・スポット約定結果が０付近または上

限出力付近の場合のマージン設定量減少の具体的

な運用方法・マージン減少量・タイミング

 スポット市場前・後の風力実証出力予測値・約

定結果により、０付近または上限付近の場合は、

マージンを減少する。

③定期点検による実証試験風力発電停止時のマージ

ン設定量減少の具体的な運用方法・マージン減少

量・タイミング

 翌々日空容量算出時のマージン設定時に、風力

実証サイト停止や電源線停止などの停止作業を

反映し、マージン設定量の低減を行う。

※確保できなかったコマについては、基本的に停止または出力抑制を実施。



5参考）その他課題

 調整力等委員会において、調整力等委員会で継続検討するとしたその他課題は

以下の通り

課題
整理の方向性

（調整力等委員会で整理済）

④下げ代不足の場合の順方向マージン設定量の減少

による系統全体の出力制御量抑制の具体的な運用方

法

 今後検討を進める。

エリア全体での出力制御の運用方法を検討する必要

があることから、今後、エリア全体の再エネ抑制運

用に係る検討とあわせて検討を進める

⑤北海道エリアの長周期調整力に余力がある場合の

順逆両方向マージン設定量の減少
 実証試験終了までに検討する。

⑥スポット約定量を上限とした出力制御を容認した

場合の順方向マージン設定量の減少  順方向の潮流状況を注視しつつ、将来に備え検

討を進める。⑦北本停止時の周波数上昇対策を実施した場合の順

方向マージン設定量の減少

課題 整理の方向性

⑧例えば、前日22時等の予測値に基づき再予測を

することによる時間前取引向けのマージン減少  実証試験データを蓄積した上で検討を進める。

⑨風力実証サイトの部分停止におけるマージン減少

 関係する一般送配電事業者との検討WGにおいて、実証試験の中で継続検討する

としたその他課題は以下の通り



6風力実証マージン設定の具体的な方法

 風力実証マージン設定・減少については、以下のタイミングで行う。

タイミング
風力実証マージン設定・減少の判断に用いる情報

（設定・減少の内容）

①
前々日14時頃

（翌々日空容量算出時）
 風力実証設備容量および作業停止予定
（風力実証サイト作業停止などを考慮してマージン設定）

②
前日８時頃※

（スポット取引用空容量算出時）
 対象風力発電出力予測
（0付近または上限付近の場合、マージン減少）

③
前日11時頃※

（スポット取引約定後）

 スポット約定結果
（約定結果が、0付近または上限付近の場合、マージン減少）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

④ 前日1６時半頃（翌日策定完了後）
（1月以降まで、②、③で減少できなかった部分を減少）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

⑤ 前日２２時半頃（当日GC前）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

※ 一部システムの開発遅延により対応にリスクがあることから、システム改修（1月予定）以降に実施

風力実証マージン設定・減少タイミングのイメージ

前々日 前日 当日

15H
▽

翌々日
空容量
公表

8H
▽

予測値
算出

10H
▽

ｽﾎﾟｯﾄ市場入札
受付〆切

（空容量参照）

10H過ぎ
▽

ｽﾎﾟｯﾄ市場約
定処理
結果通知

12H
▽

翌日計
画提出
〆切

17H
▽
翌日
空容量
公表

1H前
▽
GC

①
▼

②
▼

③
▼

④
▼

⑤
▼ ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・



7風力実証マージン設定の具体的な方法

 急遽の連系線作業による混雑発生時等の実証試験の扱いについては、以下の通り

とする。

 風力実証マージン確保後に、急遽の連系線作業等に伴い運用容量が減少し、混雑が発生

する場合は以下の通りとする。

・スポット入札前においては、風力実証分のスポット分の入札を行わず、風力実証マー

ジンを減少する。

・スポット入札後においては、風力実証マージンを減少すると、調整力が不足する虞が

あるため、混雑処理を行ったうえで、更に空容量が不足する場合に、風力実証マージ

ンを減少する。

 風力実証マージン確保後に、東北東京間連系線において、台風・暴風雪等の予見可能な

リスクが高まった際に空容量の範囲内で設定するマージンが空容量不足の場合は、以下

の通りとする。

・スポット入札前においては、風力実証分のスポット分の入札を行わず、風力実証マー

ジンを減少する。

・スポット入札後においては、風力実証マージンを減少すると、調整力が不足する虞が

あるため、空容量の範囲内で東北東京間連系線（順方向）マージンを設定する。



8実証試験連系量による風力実証マージン設定時期・設定量

 現時点における実証風力の試運転開始予定、出力等は、以下のとおり。

 風力実証発電連系規模20万kWの試運転時期に対し、風力実証マージンを設定する。

 風力実証マージン設定単位は、以下のことから「0.1万kW」刻みとする。

・実証試験のための特殊なマージンであること

・従来マージンに加算するため既存の空容量を減少させることから、極力小さくする必要があること

・連系出力が小さく1万kW刻みでは大きいこと

・実証試験の出力予測の単位が「0.1万kW」であること

・システムの設定刻みが最小「0.1万kW」であること

なお、設定したマージンを超過すると、調整力が不足する虞があることから切り上げとする

試運転開始予定※1 出力 累計出力 風力実証マージン設定量※1

2017年10月 3.00 3.00 0.6

2017年11月 0.66 3.66 0.8

2018年8月 0.46 4.12 0.9

2018年10月 2.00 6.12 1.3

2018年12月 2.53 8.65 1.8

2019年5月 5.00 13.65 2.8

2020年度※２ 6.35 20.00 4.0

2021年度※３ － 20.00 4.0

合計 20.00 － －

（万kW）

※１：現時点の予定時期・設定量であり、変更になる可能性がある。
広域機関システム都合等により、2018年度は次回年間計画策定時、2019年度以降は間接オークション導入時に、広域機関システムに
設定量を反映する。

※２：2020年度の6.35万kWは、現時点では試運転月が不確定（2020年度中）であるため、長期2020年度の設定量は、全規模が連系した
20万kWに対するマージンで設定する。（電力市場取引環境整備のマージンにより確保済みのため、連系線利用者への影響はない）

※３：2022年度以降は、実証試験期間が未確定（20万kW連系から１，２年の予定）のことから、別途設定する。



9課題①に対する検討

 翌々日空容量不足により、マージン設定できなかった場合を考慮し、複数回設
定機会を設ける。

前々日 前日 当日

15H
▽

翌々日
空容量
公表

8H
▽

予測値
算出

10H
▽

ｽﾎﾟｯﾄ市場入
札受付〆切
（空容量参照）

10H過ぎ
▽

ｽﾎﾟｯﾄ市場
約定処理
結果通知

12H
▽

翌日計
画提出
〆切

17H
▽

翌日
空容量
公表

1H前
▽

GC

①
▼

②
▼

③
▼

④
▼

⑤
▼

風力実証マージン設定・減少タイミングのイメージ

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

翌々日空容量算出時でマージン設定できなかった場合のその後のマージン
追加確保方法（２０１７年度）

タイミング
風力実証マージン設定・減少の判断に用いる情報

（設定・減少の内容）

①
前々日14時頃

（翌々日空容量算出時）
 風力実証設備容量および作業停止予定
（風力実証サイト作業停止などを考慮してマージン設定）

②
前日８時頃※

（スポット取引用空容量算出時）
 風力実証出力予測
（0付近または上限付近の場合、マージン減少）

③
前日11時頃※

（スポット取引約定後）

 スポット約定結果
（約定結果が、0付近または上限付近の場合、マージン減少）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

④ 前日1６時半頃（翌日策定完了後）
（1月以降まで、②、③で減少できなかった部分を減少）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

⑤ 前日２２時半頃（当日GC前）
（前々日時点で空容量不足によりマージンが設定できなかっ
たコマに、空容量があった場合に設定）

※ 一部システムの開発遅延により対応にリスクがあることから、システム改修（1月予定）以降に実施



10課題②に対する検討

 スポット市場前・後の風力実証出力予測・約定結果により、０付近または上限
付近の場合は、マージンを減少する。

出力予測値・スポット約定結果が０付近または上限出力付近の場合の
マージン設定量減少の具体的な運用方法・マージン減少量・タイミング

前々日 前日

風力実証
出力予測

マージン減少
可能個所確認

マージン
設定

 風力実証出力予測後の前日8時頃にマージン必要量を送信することで、マージン減少量分をスポット
市場に反映する

 スポット約定後の前日11時頃に、約定結果に基づきマージン減少が可能な時間帯がある場合は、マー
ジン必要量を送信する。

 風力実証サイトにおける部分停止（サイト内の一部分の発電機の停止）におけるマージンの減少につ
いては、今後、実証試験の中でデータを蓄積しながら検討を進めていく。

設備
容量

設備
容量

0

順方向

逆方向

0

順方向

逆方向

マージン＝設備容量×20％

スポット入札量および
マージン減少量の算出

(7時頃)

(7時～8時)

(8時頃および11時頃)

スポット入札

マージン設定量の送信

黄色個所の
マージン減少が可能



11課題③に対する検討

 翌々日空容量算出時のマージン設定時に、風力実証サイト停止や電源線停止な
どの停止作業を反映し、マージン設定量の減少を行う。

定期点検による実証試験風力発電停止時のマージン設定量減少の
具体的な運用方法・マージン減少量・タイミング

風力実証サイト停止や電源線停止などの
停止作業なし

風力実証サイト停止や電源線停止などの
停止作業あり

前々日での
マージン設定 0

順方向

逆方向

マージン＝設備容量×20％

0

順方向

逆方向

マージン＝設備容量(停止分除く)×20％

黄色個所の
マージン減少

 風力実証サイト停止や電源線停止など受電CB切となる停止作業により、風力実証設備容量が減少する
場合は、前々日でのマージン設定時に、停止分を考慮したマージンで設定することで、マージン設定
量の低減を行う。



12参考）業務規程、送配電等業務指針抜粋

○業務規程（平成２９年４月１日）

「マージン」とは、電力系統の異常時若しくは需給ひっ迫時その他の緊急的な状況に

おいて他の供給区域から連系線を介して電気を受給するため若しくは電力系統を安

定に保つため、電力市場取引の環境整備のため、又は調整力の供給区域外からの

調達のために、連系線の潮流方向ごとの運用容量の和の一部として本機関が管理

する容量をいう。

○送配電等業務指針 附則（平成２９年４月１日）

（北海道風力実証試験の実施）

第２条 北海道地域内における風力発電導入拡大に向けた実証試験（平成２３年９

月３０日北海道電力株式会社、東北電力株式会社及び東京電力株式会社公表。以

下「北海道風力実証試験」という。）に関係する一般送配電事業者は、北海道風力実

証試験が終了するまでの間、設定されたマージンの範囲内において、北海道風力実

証試験を実施する。



13参考）業務フロー

広域機関
北海道電力
（送配電）

東京・東北電力
（送配電）

備考

前
々
日

14:00

前
日

7:00

8:00※
11:00※、16:30
22:30にも実施

当
日

実需給
断面

要求短周期枠
要求短周期枠
受信処理

配分可能量
（東京）

配分可能量
受信処理

確保短周期枠送信

確保短周期枠算出

エリア毎
配分可能
量DB作
成

空容量更新
確保短周期枠

確保短周期枠

同上のフロー

出力再予測

広域調整要求P
送信

広域調整要求P
受信

広域調整⊿P算出

広域調整⊿P送信
広域調整⊿P受信

広域調整⊿P受信

確保短周
期枠

スポット市場供出用に
出力予測

※ 一部システムの開発遅延により対応にリスクがあることから、システム改修（1月予定）以降に実施



14参考）実証試験のための具体的な方法＿広域機関システムでの対応方法

 広域機関システムの短周期周波数調整の機能を活用し、風力実証マージン設

定・減少および調整力の調達を行う。

 実証試験では、前日７時時点の発電予測とＧＣ（６０分前）時点の発電予測を元に、必

要調整力を算定し、Ｐ０（連系線に流すべき潮流値）を変更する必要があるが、通常の

マージン設定ではＰ０の変更ができないため、短周期周波数調整の機能を活用すること

によって対応する。

実証試験のための調整力調達の
考え方
出典：第14回調整力及び需給バ

ランス評価等に関する委員会
資料2-2



15参考）実証試験のための具体的な方法＿広域機関システムでの対応方法

系統情報サービス画面イメージ

風力実証マージンは、「広域調整枠」に表
示されることを明記する

 風力実証マージンは、前々日～当日断面においては、短周期周波数調整の機能

を活用し設定するため、系統情報サービス上では、「広域調整枠※」として表

示される。

※広域調整枠＝短周期周波数調整枠

⇒よって、「広域調整枠」に表示される数値は、「北海道風力実証試験にかかるマージン

であること」を明記する。

「北海道-本州間」、「東北-東京間」連系線における「広域調整枠」は、北海道風力実証試験にかかるマージンを表示しています。
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